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平成３０年度中原まちづくり協議会役員

中原まちづくり協議会の会長という大役を仰せ付かった奥野です。

「明るく元気な中原」のまちづくりは皆さまのご協力無くしては成り立ちません。微力

ながら頑張りますので、どうぞ今年１年よろしくお願い致します。

今年もすでに「グルメフェスティバル」に向けて、小学生たちと共に、米作りをスター

トしております。１２月１６日の開催日には、地区の皆さま揃ってお出かけくださいます

ようお願い申し上げます。
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今年も頑張ります！地域の皆さん、まちづくりにご参加を！
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中原地区の皆様のご協力・ご参加をよろしくお願いします。
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各部会の事業計画
各部とも、地域を盛り上げるため、事業の推進に部員一同が力をあわせ頑張ってまいります。

総務広報部会

体育部会

開発企画部会

防犯防災安全部会

文化教育部会

福祉環境部会

○ 中原いきいき通信

の発行 （年 ３回）

○ ふるさと納税の推進

○ 地域敬老事業の実施

○ 健康福祉問題への

取組み

・健康講座

１１月１７日（土）

○ 環境問題への取組み

・松阪市環境施設見学

８月３０日（木）

○ 明るいあいさつ運動の展開

月１回校門前で

あいさつ運動実施

○ 中原地区文化祭の開催

１１月 ４日（日）

○ 異世代交流会の開催

１１月2０日（火）

○ 体育活動の計画と実施

・バレーボール大会

・地区民運動会

１０月 ７日（日）

・白米城ハイキング

１０月２１日（日）

・カローリング大会

２月24日（日）

○ 健康づくり事業の推進

・太極拳

７月 ７日（土）

○ 第７回中原グルメ

フェスティバルの計画と実施

開催日１２月１６日（日）

○中原地域計画の推進

○ふるさと納税の推進

○ 地区防災の徹底作戦展開

・ 防災講演開催

・ 家具固定キャンペーン

○ 自主防犯パトロールの推進

○ 自治会防犯灯設置補助

〇 中原長寿会見守り隊へ協力
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実施日 ８月 ３０日（木）
参加費 ５００円

他まち協負担

募集人数 １５名（先着順）

申込み場所 中原公民館

（電話４２－２４００まで）

蓮ダム は、三重県内で唯一と

なる国土交通省直轄ダムで櫛田川及

び蓮川の治水と松阪市を始めとした

その周辺の利水を目的としています。

見学地

・飯高・飯南（蓮ダム他）



　　　　
　　　　

中原地区バレーボール大会開催！

６月１８日午前７時５８分ごろ、大阪府で震度６弱の地震が発生。５人が亡くなり、その他にも多数の被害がでてい

ます。亡くなった人の中には、通学途上の小学校４年生の女の子もいました。その子の亡くなった原因は、通ってい

る小学校のプールの遮へい壁が途中から折れて、その下敷きになってしまったというものです。８０歳代の男性もブ

ロック塀の倒壊によって亡くなりました。その他の方も「物が倒れてきてその下敷きになった」ために亡くなったと

いわれています。

中原グルメフェスティバルは、１２月１６日（日）です！男子の決勝戦。強烈なスパイクが決まるか・・・。

中原小学校が行ったタウンウォッチング。役員も参加しました。

６月１７日（日）、今年も男子８チーム、女子７チームの

参加で中原地区バレーボール大会が開催されました。決勝

戦では、男女とも白熱した試合が行われ、それぞれが熱い

声援を送っていました。

優勝は、男子が下竜王野・中原団地チーム、女子が下瀬

古・新田チームでした。

防災計画策定に向けて
４月２６日、各自治会の自治会長や防

災推進員など７６名が参加し、研修会を

実施しました。三重大学大学院の川口准

教授にお越しいただき、これから策定す

る地区防災計画について学びました。

私たちは学ばなければなりません。過去の多くの犠牲から学ぶべき

です。

あの阪神大震災では、地震による直接死は約５５００人。うち家屋

等の倒壊による窒息死・圧死は４４００人。そのうち３９６０人がほ

ぼ即死。

熊本地震では、死者４１人。うち圧死は２０人。

（東日本大震災では津波による溺死者が多数です。）

このように家屋等の倒壊によって「下敷きになって亡くなる危険」

が極めて髙いことを学ぶべきです。

中原まちづくり協議会では今年、『家屋の耐震診断・家具固定

キャンペーン』をローラー作戦で実施する計画です。南海トラフ巨大

地震は必ず来ます。刻一刻近づいてきています。『中原から一人の犠

牲者も出さない』ために、ぜひ「耐震診断・家具固定」を実施しま

しょう。「耐震診断」をしたくない人も「家具固定だけはやりましょ

う。

防災用品をいただきました！
防災協定を結んでいる「むつみ園」か

ら、中原１４自治会に防災用品の贈呈を

受けました。

【手回し発電式ラジオ】

（携帯電話も充電可能）

子どもたちが田植え体験！

今年度の中原グルメフェスティバルのテーマ食材は「おにぎり」

です。その準備として、米作りが始まり、中原小学校の５年生が、

サンライズ嬉野さんの協力で田植えの体験をしました。子どもたち

は、植え方の説明を聞いた後、一列に並んで苗を植えました。初め

は、足が抜けない、うまく歩けないと大騒ぎでしたが、最後にはう

まく植えられるようになりました。収穫したお米は、グルメフェス

ティバルと敬老事業と子どもたちのお料理教室で使う予定です。

川口先生から普段からの備えの大事さを熱心に聴く 大北理事長から防災用品を受け取る奥野会長


